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1 ipconfig
Network 
Command

画面1● 「ipconfig /?」
で使用可能なオプショ
ンを確認できる。これ
はOSにより異なる
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AWebサーバが停止している。

Bプロキシを利用している場合、プロキシサーバが停止している。

Cホスト名を使用して接続を試みている場合、DNSサーバが停

止している。または、DNSサーバにWebサーバの登録がない。

DWebサーバ、プロキシサーバ、DNSサーバは正常稼働してい

るが、経路上のどこかで接続が途切れている。
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2 ping
Network 
Command

Step1

Step2

Step3

Step4

画面2● 「ping /?」で使用可能なオプションを確認できる。これもOSにより異
なる
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3 tracert
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Command

4 route
Network 
Command

画面3●　例として、リモートホスト「192.60.230.24」にpingとtracertを実行す
ると、障害が発生している経路上のホストから「Destination host unreachable」
がリプライされる

画面4●　「tracert -?」で使用可能なオプションを確認できる

Step5

PC1

サーバ1

192.168.2.0/24

192.168.0.0/24 192.168.0.250

192.168.2.250

192.168.2.2

192.168.0.11

図1●　画面3のコ
マンド実行例からは、
「192.168.0.250」の
サーバ1で障害が発
生していることがわ
かる
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AB

A「192.168.0.0/24」のネットワークへは、「192.168.200.3」

のホストを経由する。

B「192.168.200.3」をデフォルトゲートウェイとして、「すべ

てのリモートネットワークへの出入り口に「192.168.200.3」

を利用する。

route add 192.168.200.0 mask 255.255.255.0 192.168.0.3
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画面5●　「route -?」で使用可能なオプションを確認できる

画面6●　「route print」でルーティング情報を表示できる

画面7●　図2のPC1がPC3のネットワーク「192.168.200.0/24」
へ接続する際、ルータ2のホスト「192.168.0.3」を経由させるに
は、「route add」でルーティング情報を追加する

あて先のサブネ
ットマスク

あて先を知ってい
るこのネットワー
クからの出入り口

あて先はネットワー
クか任意のホストの
どちらでもよい

PC2

PC3 インターネット 

192.168.200.0/24

192.168.0.0/24

PC1

ルータ1ルータ2

192.168.0.250

192.168.200.3

192.168.0.3

192.168.0.11

図2●　PC1がイン
ターネットに接続す
るためのデフォルト
ゲートウェイは、ル
ータ1の「192.168.
0.250」である
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192.168.0.250/24

192.168.0.251/24

PC1

route add 192.168.0.253 mask 255.255.255.255 192.168.0.250

PC2

route add 192.168.0.11 mask 255.255.255.255 192.168.0.251
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5 nslookup
Network 
Command

画面8●　PCに複数のNICを実装すると、それぞれのインタフェースが属しているネ
ットワークすべてのルーティング情報が追加される。画面例では、「192.168.0.0」と
「192.168.1.0」

PC1

サーバ1

192.168.0.0/24

192.168.0.0/24

PC2

192.168.0.250

192.168.0.251

192.168.0.253

192.168.0.11

図3●　サーバ1の
両側に同じネット
ワークアドレスが
設定されているの
で、PC1とPC2は
通信できない。ち
なみに、サーバ1は
それぞれP C 1 と
PC2とは通信可能

PC1

サーバ1

192.168.1.0/24

192.168.0.0/24

PC2

192.168.1.253

192.168.0.250

192.168.1.250

192.168.0.11

図4●　サーバ1の
両側に異なるネッ
トワークアドレス
が設定されている
ので、PC1とPC2
は通信できる
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画面10●　「wwww.idg.co.jp」のIPアドレスをクエリーする

画面11●　ネットワークモニ
タでキャプチャしたトラフィ
ックを解析する。ICMPだけ
を表示するようにフィルタリ
ングを実行している

画面9●　ヘルプの指示
どおりに「nslookup /?」
を実行すると、「/?」その
ものをクエリーしてしま
う。使用可能なオプショ
ンを確認するには、あら
かじめ「nslook」を起動
してから、「？」を入力す
る必要がある

通常、名称が同じコマンドにもかかわらず、収録しているOSやリリ

ース時期が異なると、実行結果やプログラム動作、オプションなどが変

化するものだ。しかし、マイクロソフトのOSは、UNIX互換OSに比べ

ると、ばらつきがとても多い。例えば、UNIX互換OSでは、引数（オプ

ション）記号に「-」「--」を使い、コマンドと引数の間はスペースで区切

る。だが、マイクロソフトOSの引数記号には、「-」と「/」の2つが存在

し、両方使えるコマンドもあれば、どちらか一方だけしか使えないコマ

ンドもある。さらに、コマンドと引数の間は、スペースで区切ったり区

切らなかったり、Windowsの中で統一が図られていない。 Windows

2000以降のOSでは、スペースで区切らなくても使えるコマンドが多い

ようだ。Windows2000以前のOS操作に慣れていない管理者は、スペ

ースで区切らずに入力して「実行できない」と悩む前に、スペースを入れ

る書式を心がけたい。引数記号については、マイクロソフトに統一を心

がけるように望みたい。

Column
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